
           

金明小学校だより 

子どもたちが学びの主人公 

 人生 100年時代と言われ、これから起こる多くの変化に対応していくためには、自ら考え、判断する、

そして行動する力が求められます。多様な価値観の中で、自分が考え選んだ道を自信をもって進んでい

けるよう、学校の活動においても子どもたちが主体的に取り組む場面を設けています。 

 授業では、子どもたちに委ねる学びを進めています。１つの単元の中で、 

どの場面を子どもたちに委ねる場面にするといいのか、検討しながら授業を創っています。 

 先日、他校の先生方も参観した授業の様子です。（6年生 算数科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月３0日 

加賀市立 

金明小学校 

 

なぜだろう？答えはわかるのに、

式に表せない！もやもやする！！ 

わかりそうなのに！ 

一人で、友達と解決する。 

場所も自分たちで選ぶ。 

ボードに書いて考えをまとめてみる！

ノートに書いてみる！ 

友達に説明してみると、自分がわ

かっていることがさらにわかる！ 

時間いっぱい考えた。 

わかりそうだ！ 



連合運動会壮行会 

 連合運動会に向けて、壮行会を行いました。6 年生が自分たちの力を発揮してもらえるように、この

壮行会の企画、準備、練習、そして本番をすべてを、5年生が考えて取り組みました。 

 

 

 

 

連合運動会 

５年生が考えた壮行会でたくさんのエールやパワーをもらった６年生。連合運動会は暑い日となりま

したが、全力で走りました。緊張していた６年生は、自分の目指す順位やタイムを超えるよう、全員で

頑張りました。 

 

 

 

 

5 年生は応援団、司会などすべてに

頑張りました。 

作成した旗は、５年生から６年生に

思いを込めて渡されました。 

応援は何度も練習した成果が出ていました。

気持ちのこもった素晴らしい応援でした。 

6 年生は 100ｍ、リレーは全員が頑張っ

ていて、素晴らしかったです。 


